
氏名 河内将芳

　【研究上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 中世京都の都市
と宗教

単著

② 近世成立期の大
規模戦争 戦場
論 下

共著

③ 秦荘の歴史 近
世

編著

岩田書院

滋賀県愛荘町

思文閣出版2006年5月

2006年5月

2006年12月

日本中世史

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

京都清水寺文書所蔵の古文書・古記録調査（1995年～）

滋賀県日野町史編集委員
滋賀県愛荘町史編集委員
滋賀県甲賀市史執筆委員
（財）世界人権問題研究センター嘱託研究員
ＮＨＫ京都文化センター「古文書に親しむ」講座講師
2006年6月17日講座・人権ゆかりの地をたずねて「戦国時代の祇園祭と神人」(池坊学園・世
界人権問題研究センター)
2006年9月2日第27回せいぶ市民カレッジ「奈良大学文化講座」「中世の平等院」(西部公民
館)
2006年11月19日第13回京阪・文化フォーラム「信長・秀吉時代の京都」(京大会館)
2007年1月 22日平成18年度芦屋川セカンド・カレッジ「信長・秀吉・家康が見ていた世界－
その人物像から見えてくるもの－」(芦屋市立公民館)

文学部教務委員　　　　通信教育委員　　　奈良大学史学会編集担当

最終学歴

（著書）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

概　　　　　　　要

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本史研究会・歴史学研究会・史学研究会・史学会・大阪歴史学会・日本古文書
学会・仏教史学会・芸能史研究会・中世史研究会・織豊期研究会・戦国史学会・
九州史学会・洛北史学会

日本中世における都市社会史・宗教史・流通経史

１９９９年京都大学大学院人間・環境学研究科博士課程修了

京都大学博士（人間・環境学）

学術雑誌掲載論文等を再編成し
たもの、第二論文集

藤田達生氏を研究責任者とした
共同研究の成果

滋賀県秦荘地域の歴史を叙述し
たもの



① 中世の祭礼と都
市空間

単著

② 祇園会神輿駕輿
丁と今宮神人

単著

③ 大永八年の稲
荷・東福寺喧嘩
について

単著

④ 祇園会霰天神山
について

単著

① 南都祇園会と京
都祇園会

単

② 汁谷口と汁谷越 単

① 冬の祇園祭 単著

奈良歴史研究会

第16回平安京・京都
研究集会

2006年7月

2006年7月

鴨東通信62号2006年7月

2006年9月

2006年11月

2007年2月

2007年3月

中世都市研究12号

立命館文学569号

朱49号

アート・リサーチ6号

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

祇園会神輿を担ぐ駕輿丁と今宮
神人の関係を論じたもの、7頁～
28頁

伏見稲荷祭でおこった喧嘩の処
理方法を論じたもの、２１９頁
～２３３頁

現在も残る霰天神山の由来を論
じたもの（現在、編集中）

中世京都の祇園会神輿渡御と都
市空間を論じたもの、201頁～
218頁

第二論文集刊行にいたる問題関
心をのべたもの

奈良と京都の祇園会を比較検討
したもの

中世京都の交通と道を論じたも
の


